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8 月 24 日 東京地方最低賃金審議会は、多数の異議に答えず

東京の最賃 31 円ＵＰを決定しました。10 月 1 日から東京

の最低賃金は 1072 円となります。 

  

 8 月 1 日、中央最賃審議会から目安答申。わずか 4 日後、東

京地区最低賃金審議会は、中央最低賃金審議会の目安どうりに

東京の最低賃金を 31 円引き上げる答申を行いました。目黒労

協は 8 月 16 日、下記の異議申し立てを送付しました。→ 

（異議全文：目黒労協 HP に収録、ダウンロード可能） 

 

8 月 20 日、23 日学芸大学駅宣伝行動 

目黒労協は、物価高騰の中、更なる最低賃金の引き上げ

が必要と、20 日(昼)めぐろユニオン例会前、23 日夕方,

労協執行委員会前に、学芸大学駅で宣伝行動を実施しま

した。最低賃金に関する関心は学大駅前ではとても高い

と感じました。今後も新最賃 1072 円周知と、秋冬にも

さらなる引き上げを求める宣伝行動を続けます。次は 9

月 17 日、30 日を予定。 

 

8 月 25 日、目黒区議会に区内市民団体・労組などと陳情提出。 

1. 安倍晋三元首相の国葬について、目黒区は、公の施設にお

いて区民や職員へ弔意を強制しないでください。 

特に目黒区立小・中学校において弔旗の掲揚や児童・生徒・

教職員へ黙とうを強制しないでください。 
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また、都教組目黒支部などの目黒区教育委員会への申し入れにも賛同しました。目黒労協 HP に

収録しています。9 月 27 日の「国葬」に対し弔意の強制を押しとどめましょう。 

 

 

東京土建目黒支部 T さんより 

2022年世界大会初日 

8 月 4 日（木）久しぶりに広島に来ました、

初めて原水禁に参加したのは 20 年前です、その

後何年かして２回目の参加、そして 2022 年 8

月 4 日十数年ぶりに 3 回目の原水爆禁止世界大

会に参加しました。グリーンアリーナで、戦争

や核兵器に対して様々な気持ちの方々が壇上又

はリモート、録画で発言なさっていました。や

はりメインは、ウクライナ、ロシアの戦争の事です。核兵器禁止条約への参加を求めます。核兵

器は国際法で禁止されました。2021 年 1 月 22 日核兵器禁止条約が発効。核兵器は違法化され、

国際社会の規範として核兵器の開発、実験、製造、貯蔵、使用などあらゆる活動が禁止されます。

核兵器廃絶への歴史的な一歩です。唯一の戦争被爆国の日本政府は核兵器禁止条約に背を向けて

います。禁止条約が発効するいま、日本政府こそが、核兵器の無い世界の先頭に立つべきです。

自分の子供の為にも戦争反対、核兵器廃絶に対して協力していきたいと思います。     

世界大会２日目  

テーマ別集会Ⅰ米国の原爆投下をどう裁くか「黒い

雨」訴訟弁護団事務局長・弁護士竹森雅泰さん、 

2022 年 4 月から国は新基準に基づく黒い雨被爆者の

救済制度を開始しましたが、広島高裁判決が否定した

疾病要件を設けたり、長崎の被爆者体験者を対象外と

するなど、まだまだ問題が残されています。ロシアに

よるウクライナ侵攻の中でプーチン大統領が核兵器

の使用をほのめかすなど、大統領としてありえない事

です。原爆被害者、核実験被害者などの全ての被害者が連帯し、被爆の実相を踏まえた援護施策

の実現と、非人道的な被害をもたらす核兵器の禁止と廃絶を求めていきましょう！ 

世界大会 3日目  

最終日は、各団体から核兵器禁止、廃絶に対する意思表明と願いがこもった発言でした。その

後も、平和に対する気持ちがこもったコーラスと歌でした。日本各地から、これだけの人が参加

した世界大会、核兵器が無くなるまで、この大会は永遠に人から人に引き継がれるんだなぁと実

感しました。 
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日本乗員組合(JFU)と日本キャビンクルーユニオン(CCU)が共同声明 
すでに報道等でご存知のことと思いますが、7 月 29 日、日本航空乗員組合(JFU)と日本航空キャビンクルー

ユニオン(CCU)と会社は、「整理解雇問題解決に関する協定書」(JFU)・「整理解雇問題解決に関する合意書」(CCU)

に調印し、解雇問題解決で合意しました。以下、7 月 31 日付「共同声明」の抜粋です。 

 本年 6 月に会社から「希望者全員への業務委託契約」とともに、「解雇問題解決に関する協定書・合意書」が

提案されました。2 労組はそれぞれ被解雇者組合員(＊争議原告)をはじめとする組合員の意見を集約し、執行委

員会で合意方針を決定、組合大会での確認をいたしました。 

 「整理解雇問題解決に関する協定書・合意書」の内容は以下の通りです。 

・11 年に亘り労使双方の懸案事項となっていた整理解雇問題の解決を通じて労使関係の信頼関係の正常化に

努力する。 

・健全な労使関係の安定化が「安全運航の基盤」のひとつであることを確認する。 

・この解雇が社内外に与えた影響の大きさを十分に認識するとともに、今後二度と整理解雇が生じることが

ないよう、経営の安定化に向けて努力する。 

・被解雇者組合員に対し、希望者全員を対象とした業務機会の提供を行う。 

 労使関係の正常化に向けての確認事項は、2 労組の要求に応える内容となっており、また、被解雇者組合員

全員を対象とした業務機会の提供も、被解雇者組合員に前向きに受け止められる回答と評価するに至りました。 

 この争議解決の日を迎えることができたのは、多くの組織や個人の方々からの温かく心強い支援に有期づけ

られてきたからに他なりません。これまで厚いご支援を頂いた皆様に、2 労組より心からの感謝を申し上げる

とともに、ここに整理解雇争議の終結を表明いたします。 

JAL被解雇者労働組合(JHU)は闘争を継続・・ 
 なお、乗員原告と客乗原告の計 22 名で組織する JHU は、今回の会社提案に対して「現職への復帰」と「損

害を補償する解決金」の実現をめざして力いっぱい闘う決意(＊JHU ニュース No.36)を表明し、宣伝行動や都労

委・団体交渉を継続しています。 

目黒労協としての今後の対応は(＊地域協議会として) 
 CCU と JFU が「解決」となり、JHU が闘争継続となりました。目黒労協としては、「すべてが全面解決」とな

らないことは残念に思いますが、それぞれの組合と組合員原告の決断を尊重したいと思います。 

目黒労協は地域協議会としての立場から、当初、JAL の争議支援を区内で取り組むきっかけを、「客乗原告の

3 人が目黒に在住」として、区内での支援行動(「争議支援団結ビアパーティー」「区内主要駅頭宣伝」「区内労

組オルグ」など)を主導してきました。しかし、今回の CCU の「解決」に伴い、この 3 人の原告の方々も「解

決」となったことから、これまでの労協主導による区内支援取組みを見直します。 

 ただし、JHU が闘争を継続していますので、目黒労協の基本的立場「解雇は許さない」「闘う労働者を支援す

る」から、可能な支援は継続したいと思います(＊今後、支援共闘会議などでの議論も参考に)。 

(目黒労協 8 月 23 日第 5 回執行委員会) 
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コロナ禍で集まることができなかった 2 年間。今年は

規模縮小を図られる中でも、平和祈念の集いが様々開催。 

朝一番の、目黒区役所前での「平和の石」の集いでは、

目黒区職労委員長が、「被爆の実相、戦争の悲惨さを語り

継ぎ、核兵器が無くなる日まで、小さい力ですが、声を

上げ続けていきたい」と挨拶しました。（ＨＰに収録） 

さらに目黒区主催の「平和祈念のつどい」（区民センター

ホールにて）にも参加。また区役所 1 階ロビーで開催さ

れた「平和のための写真・資料展」も取材し HP に収録。 

   

中学校統廃合強行に対して署名運動 

 都教組目黒支部のニュースより：署名運動が取り組まれています。

 

署名用紙をこのニュースに同封していますので、多くの皆様のご協力をお願いします。署名欄が

全部埋まらなくとも、お一人でも、目黒労協までご送付ください。よろしくお願いします。 

   

 


